
HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 井堰 絵里佳 

学部 

学科 

 

コミュニティ生活 

職名 講師 

在籍年数 3年 

教育年数 5年 

専門領域 グラフィックデザイン、住居学 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

〇2023年度 

インテリア論／1年前期／22名／選択 

インテリアデザイン／1年後期／15名／選択 

デザイン論／1年後期／13名／選択 

パソコン活用演習／2年前期／16名／選択 

Web 活用演習／2年前期／28名／選択 

住居学／2年後期／38名／選択（教職必修） 

セミナーⅠ／1年前期／8名／必修 

セミナーⅡ／1年後期／6名／必修 

生活学Ⅰ／1年前期／83名／必修・オムニバス（15回中3回担当） 

生活学Ⅱ／1年後期／82名／必修・オムニバス（15回中2回担当） 

卒業研究／2年（通年）／3名／必修 

〇2024年度 

インテリア論／1年前期／12名／選択 

インテリアデザイン／1年後期／8名／選択 

デザイン論／1年後期／29名／選択 

パソコン活用演習／2年前期／27名／選択 

ディスプレイデザイン／2年前期／15名／選択 

Web 活用演習／2年前期／27名／選択 

Webデザイン演習／2年後期／15名／選択 

住居学／2年後期／23名／選択（教職必修） 

イベントプランニング／2年後期／42名／選択（教員3名で担当） 

セミナーⅠ／1年前期／2名／必修 

生活学Ⅰ／1年前期／75名／必修・オムニバス（15回中3回担当） 

生活学Ⅱ／1年後期／72名／必修・オムニバス（15回中2回担当） 

卒業研究／2年（通年）／5名／必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

社会生活ではパソコンスキルが必須となっているが、多くの学生は不慣

れである。そのためパソコンを用いて、情報を見やすく、分かりやすく



の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

伝える知識と技術の習得を目指す。さらに現代では誰もが情報発信者で

あり、インターネットを用いることが一般的になっている。このことか

ら、著作権やインターネット上のトラブルの事例についても学ぶ。社会

に出ても利用できる知識を得ることが目的である。 

それぞれの授業では、繰り返しレポート作成や課題制作を通じて、パソ

コンの技術と知識を習得できるようにしている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD活動で行ってき

た改善及びその成果 

学生からの授業評価アンケートを参考にして、授業内容・方法を次年度に

向けて改善している。 

成果例：学生からの授業評価アンケート、2024年度 FD活動報告書執筆、

2024年度 FD研修会発表 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、webの活用

（C-Learningを含む）、ア

クティブラーニング実践

報告等 

Webシラバス 

テキスト： 

住居学：中根芳一編『私たちの住居学』（第2版）（オーム社） 

毎回の資料： 

pptを用いて授業を行い、一部資料をC-Learning（アプリ）にアップロー

ドして、学生がいつでも復習できるようにしている。 

発表などを通じて、pptの操作方法、発表態度を学ぶ機会を設けている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

スライドをめくるスピードが速すぎて板書ができないという意見があっ

たため、学生の進み具合を確認しながらスライドの操作を行い、学生から

の授業評価点が上がった授業があるため、今後も気を付けていきたい。 

 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生のパソコンスキルを高めるために、パソコンを使用する課題を 

複数提示する。インターネットを用いた情報の収集方法などを実践しな 

がら、情報をまとめ、発表を行う機会などを設ける。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 海切 弘子 

学部 

学科 

 

コミュニティ生活学科 

職名 教授 

在籍年数 5 年 1 ヶ月 

教育年数 6 年 1 か月 

専門領域 生活学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

調理学、食品衛生学、生活学Ⅰ・Ⅱ、カフェプランニング、イベントプラ

ンニング、教育方法論、セミナーⅠ、セミナーⅡ、卒業研究 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 生活の中での「食」について、知識や技能を習得し、より健康で幸せな

生活を送る力を身につけることを教育の目的としている。 

学生が自ら考え行動し、自分の意志で生活を築くことができるよう、「前

向きで堅実な意識」を育成するにはどうすればよいか、毎年学生の様子を

見ながら考察と工夫を重ねてきた。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

 学内カフェの運営や卒業制作パーティーの実施など、学びを他者への貢

献につなげる実践的な機会を設けた。これにより、学生の自己肯定感・自

己有用感の育成に効果があったと実感している。 

また、課題提出と個別フィードバックを重視し、それぞれの学生が達成感

や満足感を得られる授業づくりに取り組んできた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 授業評価アンケートや振り返りシート、学期末試験の結果をもとに、授

業内容や指導方法を随時見直した。 

特に食に関する授業では、視覚的な教材や体験型教材を積極的に取り入

れ、理解を深める工夫を重ねた。 シラバスに基づく授業計画に沿って、

授業用配布資料やプレゼン資料（パワーポイント）の作成、最新の食品成

分や生理機能に関する情報を、わかりやすく展開する工夫を行った。また、

C-Learning を活用し、毎回レポートを提出させ、学生自身による振り返

りの機会を設けた 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

前年度の授業評価アンケートをもとに自己点検を行い、調理学の授業で

は食品サンプルの数を増やし、多様な食材や調理科学的反応に触れる機会

を拡充した。 

また、予習・復習の習慣を促進するため、レポート課題の提示方法と内容

の工夫を行い、学習の深化を目指した。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

最新の食品学・調理科学の研究動向を積極的に取り入れ、常に新しい知

識と技能に触れられる授業展開を目指す。食文化や生活文化の変化にも敏

感に対応し、実生活に即した知識・技能を身につけさせる工夫を行う。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 佐々本恵万 

学部 

学科 

短期大学 

コミュニティ生活学科 

職名 講師 

在籍年数 ３年 

教育年数 11 年 

専門領域 被服学・被服製作・家庭科教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

被服学／1年次前期／21名／選択科目 

被服学実習Ⅰ／1年次前期／17名／選択科目 

アパレル商品知識／1年次前期／39名／選択科目 

生活学Ⅰ／1 年次前期／75 名／必修科目 

被服製作実習Ⅱ／1年次後期／8名／選択科目 

生活学Ⅱ／1 年次後期／72 名／必修科目 

教育実習／2年次前期／9名／教職必修科目 

教職実践演習／2年次後期／9名／教職必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

家庭科教諭として中学校に勤務した経験を活かし、多様な課題を抱える中

学生の心に寄り添いながら「生きる力」を育てることのできる家庭科教員

の養成を目指し、実践的かつ対話を重視した授業を行う。 

被服学や生活学においては、現代社会の課題にも目を向けさせつつ、基礎

基本を重視した題材を用い、学生の到達度に合わせて主体的に学べる教材

を提示し、意欲を喚起し達成感を得られるよう指導している。 

また、教育実習の授業ではロールプレイングをはじめアクティブラーニン

グの手法を取り入れ、学生同士の指導技術の高めあいだけでなく、教員と

して必須であるコミュニケーション能力の向上を目指している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

高大連携公開講座「ピンワークを楽しもう！」 

短大社会連携委員会委員長・学生生活委員会参与・短大 FD 委員会・短大

教職課程運営委員会・教職支援室・衛生委員会 

オープンリソース動画「手縫いの基礎」作成 

衣生活に関心をもつ入り口としてのピンワーク指導が好評で、意欲喚起に

つながっていると実感している 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

被服学「袖を作ろう」コンテスト(C-Learning のレポート相互評価) 

被服製作実習Ⅰ・Ⅱ…「子ども用ワンピース」「ワンピース」 

教育実習…模擬授業と相互評価、導入の工夫（アイスブレイク） 

アパレル商品知識…小テスト、ドリル、協働板の活用 

教職実践演習…ロールプレイングを使った授業の実践報告 

セミナー…ファッションショーに向けての製作指導 



FD 研修会での学外研修報告「授業デザインについて」 

FD 活動報告書「授業教材ビデオ制作」 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートを生かし、話すスピードや提示する資料・レジュメの

改善をおこなった。教材は「教材倉庫」に残し、復習に活かせるようにし

た。また個別指導を丁寧に行い、個々の能力や進度に合わせて対処した。 

各自が自分のペースで学べるよう、自作の動画教材を閲覧できるようにし

た。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生の自律性を促すよう、言葉かけや教材・授業デザインに気を配り、よ

り高い学びへと導くようにしたい。また、ICT について研修を進めたい。 

行ってきた教育活動を論文という形で残せるように努力する。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 髙橋佑子 

学部 

学科 

短期大学 

コミュニティ生活学科 

職名 講師 

在籍年数 5 年 

教育年数 5 年 

専門領域 色彩学、被服整理、衣生活 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

色彩学／１年次前期／68名／選択科目 

色彩検定対策／１年次後期／36名／選択科目 

ファッション文化論／2年次前期／35名／選択科目 

生活学Ⅱ／１年次後期／72名／必修科目 

パーソナルカラー論／１年次後期／66名／選択科目 

パーソナルカラー演習／２年次前期／53名／選択科目 

パーソナルスタイリング／2年次後期／9名／選択科目 

セミナーⅠ・Ⅱ／１年次前期・後期／21名／必修科目 

卒業研究／2年次前後期／24名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

ファッションやメイク、ネイルなどの美容系に関心のある学生は時代のト

レンドに敏感であり、また美的感覚に優れた学生も多い。情報過多の現代

においてファッションをより理論的に捉え、様々な角度からスタイリング

を表現することができる人材育成を目指し、実践を交えた授業を行ってい

る。色彩学やパーソナルカラーの考え方を主軸として、スタイリングやア

パレル知識、メイク・ネイルなどの美容の取り入れ方を学ぶことで、個々

のファッションをより理論的に分析しやすくなる。将来アパレルや美容系

の就職を目指す学生にとって即戦力となるスキルが身に付く。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

基本的なスタイリングの理論だけでなく時代に合った内容を取り入れて

いる。例えばトレンドカラーはその時々の社会背景を反映しているため、

ファッションカラーだけでなく、時代を現す色についても必ず取り入れ、

カラーからのメッセージをどのように受け止めたかを話し合い、理解を深

めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト（色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト３級・２級 一般

社団法人日本カラーコーディネーター協会、色彩検定公式テキスト３級編  

公益社団法人色彩検定協会）を使用。 

その他配布資料を基に、配色演習、コラージュ作成、パーソナルカラー診

断、グループワークを行っている。 

 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

前年度授業評価アンケートでは授業内容について、全体的には満足度は高

かったが、一部実習や演習、グループワークの進行が早かったなどの意見

があったため、学生の取り組み方に合わせた内容に改善していきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

SNS や動画配信などでスタイリングやパーソナルカラーについて知識を

得ている学生も多い。しかし授業で実際に体験しながら学ぶことで、自分

の個性を理解しファッションを通じてさらに自分を表現できるようにな

ってほしいと思う。 

近年肌色素を測色し分類しているが、その研究を今年も続け、学生に数値

化した自分の肌色を知ることで、理論的にパーソナルカラーを学ぶ機会に

繋げてほしい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R6 改定版） 

1.基本情報 

名前 廣兼孝信 

学部 

学科 

 

コミュニティ生活学科 

職名 教授 

在籍年数 ３６年 

教育年数 ３６年 

専門領域 社会心理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

社会心理学／１年次前期／200 名／コミュニティ生活学科は必修科目、食

物栄養学科・保育学科・学芸学部は選択科目 

人間関係論／１年次後期／200 名／コミュニティ生活学科・食物栄養学科

は必修科目、保育学科・学芸学部は選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

自分を知り、他者を知ることで自信を持って社会に出られる人材の育成に

努めている。 

学生には「自分を好きになる」を目標とさせ、すべての学生がその目標を

達成できることを目的に授業を展開している。 

毎回な授業テーマを明確に示すことで、今日は何を学ぶのかを事前に理解

させている。授業の終わりにレポートを書かせることで、その日の学修が

反復でき、深い理解につなげている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

FD 研修会や授業参観等への参加により、授業改善を図っている。また授

業の最終回で書かせる学生の授業に対する感想や学生による授業評価を

基に、次回の授業改善に役立てている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバスを配付し、授業の目標や各回の目的・内容を明確に示している。

毎回配付する資料と板書により、学生の理解が深まるように努めている。

授業内容に関して毎回小グループで意見交換をさせたり、C-Learning を

使ったアンケート結果や協働板への書き込みを見ることで、自分以外の

様々な考え方があることを理解させ、視野を広げさせるとともに、毎回レ

ポートを書かせることで理解を深めさせている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生による授業評価アンケートではいずれのクラスも総合満足度4.5以上

の高い評価を得ている。長年の教授経験から、対象学生に合わせて少しず

つ教授法を変えたり、柔軟な対応ができている。学生による授業評価の満

足度も高く、今後も自信を持って授業を行っていきたい。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 

学生の授業に対する熱意が感じられるので、今後もこれを継続できるよう

充実した授業を展開していく。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 廣澤美花 

学部 

学科 

 

コミュニティ生活学科 

職名 准教授 

在籍年数 5 年 

教育年数 5 年 

専門領域 ブライダル、マナー 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

ブライダル総論／１年次前期／44名／選択、 

ブライダルプランニング／2年次前期／11名／選択、 

ブライダルサービス演習／1年次後期／22名／選択、 

ブライダルコーディネート演習／2年次後期／8名／選択、 

キャリアデザイン／1年次後期（2コマ）／12名・38名／選択、 

イベントプランニング／2年次後期／42名／選択、 

生活学Ⅰ／1年次前期（2コマ／オムニバス形式各 2回担当）／37名・38

名／必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

社会人になる前に、社会で生き抜いていくための力を身につけることが重

要であると考える。なぜなら、社会に出てからは往々にして「正解のない

課題」が待ち受けており，ひとりでは解決できないことや他者と協働する

なかで答えを導き出すことを職場や地域社会から求められているからで

ある。課題を解決するためのプロセスやそのアプローチの方法を多く取り

入れ，実行できるようになることが必要である。とくにイベントを企画・

実施する科目では、学生たちが主体的に考え、積極的に動いていく力を育

成したい。自身の実務経験をもとに解説している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

就職キャリア支援委員 

キャリアセンターと連携を図り、学科の先生方と情報を共有し、就職活動

の支援に取り組んだ。コミュニティ生活学科の学生はとくに希望する職種

や雇用形態が多様であるため、個別対応の必要性が年々高まっている。就

活に積極的ではない学生にもこちらからこまめに声をかけ、キャリアセン

ターなどの利用を促している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

各科目とも配布資料を作成している。授業でポイントとして確認するとこ

ろは空白にし、学生が記入するようにした。パワーポイントや動画、C-

learning のアンケート機能等を使用することにより、授業中の集中力を途

切れさせないように心掛けている。 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。 

成果例：学生の授業評価アンケート、授業時提出物（リアクションペーパ

ー等）など 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

コロナ禍に行うことができなかった学外での実習は少しずつ実施してい

るが、今後も継続していきたいと考えているため、企業との連携を強化す

る。さらに、外部からの講師を招いた授業を取り入れていきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 松元健治 

学部 

学科 

短期大学 

コミュニティ生活学科 

職名 教授 

在籍年数 40 年 

教育年数 41 年 

専門領域 教育学、教育制度、教育行政、 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

「教育原理」保育学科 1 年前期 

「教育制度」保育学科 2 年後期 

「教育制度」コミュニティ生活学科・食物栄養学科 2 年後期 

「教育制度特論」大学院教育学研究科博士課程前期 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

・教職課程科目の担当教員として、教育に関する基本理念や教育制度・教

育法制に関する基礎的知識を修得させることを目標として、体系的かつ

効果的な教育・学習活動を行うことを目指している。 

・授業実施にあたっては、学生による主体的・能動的な学習活動を重視す

るとともに、ICT教育を積極的に活用していく。 

・大学院授業では、教育制度、教育法規の幅広い知識を修得するとともに、

教育制度研究の多様な手法の理解を深める。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

・学内 FD 活動に参加し、学生による授業評価結果に基づき継続的な授業

改善に努めるとともに、FD 研修会に参加して、その成果を教育改善に

生かしている。 

・教学支援センター長として、大学の教学マネジメント確立を目指して、

教育課程改革、授業改善等に努めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・テキスト：教育原理（一藝社） 

・配付物：資料の作成配布 

・すべての授業科目で、C-Learning による出欠管理、教材提供、意見

交換、レポート提出等を行っている。 

・すべての担当科目で模擬授業や新聞レポートの発表等によるアクティ

ブラーニングを実践した。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

・授業評価の総合的な満足度は 4点台で、自由記述の内容からC-Learning

活用の効果を確認できた。模擬授業やプレゼンテーションが負担になる学

生が少しずつ自信を付けるよう配慮する。また C-Learning の教材倉庫を

活用した効果的な授業展開を継続実施する。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・担当授業科目の教育内容・教育方法を社会の変化や教育改革の状況に対

応して適切に改変を行う。 

・学生の目標達成度を実施過程で随時把握し、適切な修正を行いながら指

導を効果的に展開する。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 向島 佳織 

学部 

学科 

短期大学 

コミュニティ生活学科 

職名 講師 

在籍年数 ３年 

教育年数 ３年 

専門領域 調理学、食品科学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フードコーディネート論、食文化論、ライフステージの食事、調理学実習、

調理学演習、料理実習Ⅰ・Ⅱ（R5 年度）、フード商品企画、カフェプラン

ニング、イベントプランニング、フードクリエイト、セミナーⅠ・Ⅱ、卒

業研究 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学科のディプロマポリシーである「生活に関する知識・技能を身に付けて

いる」ことを踏まえ、特にフード分野における基礎的な知識と技術を身に

付ける基礎づくりを目指している。また、管理栄養士養成施設での勤務経

験を活かし、健康な毎日の実現を「食」の面から実現できるよう一人ひと

りの能力の開発をサポートできるよう心がけている。 

講義形式の授業では、出席確認についてはコメントシートを毎回記入さ

せ、次回授業で質問疑問に対するコメントを返却している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

わくわくながつかとうべえまつり（広島安佐南区長束、11 月開催）に学生

と参加し、近隣住民との交流をはかりながら地域活性化の一助となること

を目指している。令和 5 年度は「フード商品企画」「セミナーⅡ」の履修

者で考案・作成したオリジナルクッキーを配布して、参加者から高評価を

得た。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバスに沿って、スライド投影およびスライド資料の配布を行い、毎回

授業後には小テスト（ペーパー）を実施している。 

出席確認のコメントシートを参考に随時授業の見直しを行っている。例え

ば、「〇〇がわかりにくかった」というコメントがあれば、該当学生のみ

だけでなく履修者全員に共有できるようC-Learningを通じてコメントを

共有している。 

C-Learning「アンケート」機能を用いて、演習・実習等の振り返りをさせ

て、結果を公表することで、学生同士で情報共有できる環境を整備してい

る。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

講義科目では講義が中心となるため、実物を用意するなど学生の興味関心

を引く内容をより多く含む必要があると考えている。 



ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生自らの予習および復習の時間確保が難しいため、事前に使用するテキ

スト（プリント等）や追加課題を配布して自宅での学習時間が増えるよう

な仕掛けつくりを心がけたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

フードコーディネーター3級資格取得者および食生活アドバイザー検定受

験者・合格者の増加を目指す。そのためにも担当する科目において、フー

ドコーディネーターほか食に関連する職業や就職先の魅力について広く

広報していきたい。 

 


